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11/29(木）

１/ ８(火）

テーマ
展

展覧会
情報

武
家
の
備そ

な

え

　
　
　
　

  

― 

井
伊
家
伝
来
の
弓ゆ

み

具ぐ 

―

テ
ー
マ
展

9
3月
日

3
4月
日

テ
ー
マ
展

29
11月

日

8
1月
日

近
代
の
書
聖　

日く
さ

下か

部べ

鳴め
い

鶴か
く

　
　
　
　

  

― 

新
出
資
料
を
中
心
に 

―

特
別
公
開

8
2月
日

4
3月
日

雛
と
雛
道
具

近
代
の
書
聖 

日く

さ

下か

部べ

鳴め

い

鶴か

く

      　
　
　

― 

新
出
資
料
を
中
心
に 

―

～

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
五
月
十
三

日
、
東
京
日
本
橋
倶く

楽ら

部ぶ

に
お
い

て
、
書
道
界
の
重
鎮
、
日く

さ

下か

部べ

鳴め
い

鶴か
く

（
一
八
三
八
～
一
九
二
二
）
の
八
十
歳
の

寿
宴
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、

二
百
人
以
上
の
知
人
や
門
人
が
参
集
す

る
大
々
的
な
も
の
で
し
た
。

本
作
品
は
、
そ
の
際
に
会
場
正
面

の
床
の
間
に
掛
け
ら
れ
た
鳴
鶴
自
詠

自
筆
の
書
。
縦
約
六
尺
（
一
尺
は
約

三
十
・
三
セ
ン
チ
）、
横
約
三
尺
の
大
き

な
紙
に
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
堂
々

た
る
隷れ

い

書し
ょ

で
揮
毫
し
た
、
鳴
鶴
晩
年
の

代
表
作
で
す
。

七
言
詩
書
幅
「
青
山
一
角
…
」　

日く
さ

下か

部べ

鳴め
い

鶴か
く

筆

当
館
蔵
（
日
下
部
暘
氏
寄
贈
）
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彦
根
出
身
で
近
代
を
代
表
す
る
書
家
、
日く
さ

下か

部べ

鳴め
い

鶴か
く

（
一
八
三
八
～
一
九
二
二
）
は
、
清
国
公
使
と
し
て
来
日
し

た
楊よ
う

守し
ゅ

敬け
い

か
ら
、彼
の
持
つ
大
量
の
碑
版
法
帖
を
も
と
に
、

金
石
学
と
廻か
い

腕わ
ん

執し
っ

筆ぴ
つ

法ほ
う

と
い
う
書
法
を
本
格
的
に
学
び
、

漢
魏
六
朝
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
力
強
く
韻い
ん

が
高
い
書
を
修

得
し
ま
し
た
。
深
い
学
識
に
裏
付
け
ら
れ
た
彼
の
書
は
広

く
浸
透
し
、
全
国
各
地
で
揮
毫
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

本
展
は
、近
年
当
館
の
収
蔵
と
な
っ
た
作
品
を
中
心
に
、

鳴
鶴
作
品
を
ま
と
め
て
お
披
露
目
す
る
も
の
で
す
。

●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

展

示

案

内

展
示
室
１
～
２

テ
ー
マ
展

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

江
戸
時
代
、
大
名
家
で
は
、
姫
君
の
婚
礼
に
際
し
て
、

調
度
や
雛
道
具
な
ど
の
道
具
一
式
を
調
え
て
婚
家
に
持
参

す
る
慣
わ
し
が
あ
り
ま
し
た
。
安あ
ん

政せ
い

五
年
（
一
八
五
八
）、

井
伊
家
十
三
代
直な
お

弼す
け

の
息
女
弥や

千ち

代よ

（
一
八
四
六
～

一
九
二
七
）
が
、
高た
か

松ま
つ

藩は
ん

松ま
つ

平だ
い
ら

家け

世せ
い

子し

頼よ
り

聡と
し

に
嫁
い
だ
際

に
も
、
大
揃
え
の
婚
礼
調
度
と

と
も
に
、
雛
と
雛
道
具
が
調
え

ら
れ
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
弥
千
代
の
雛
と

雛
道
具
を
、
地
元
の
旧
家
に
伝

え
ら
れ
た
古こ

今き
ん

雛び
な

や
御ご

殿て
ん

飾
り

と
と
も
に
一
挙
に
公
開
し
ま

す
。
桃
の
節
句
に
ふ
さ
わ
し
い

華
や
か
な
雛
の
飾
り
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

「
弓
き
ゅ
う

馬ば

の
道
」
と
い
う
語
句
が
あ
る
よ
う
に
、
弓
術
と

馬
術
は
武
士
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
武
芸
で
し
た
。
彦
根

藩
井
伊
家
の
伝
来
品
に
は
、
数
多
く
の
弓
具
が
あ
り
、
弓

や
矢
は
も
ち
ろ
ん
、
弓ゆ

籠ご

手て

や
矢や

筒づ
つ

、
中
に
は
狩
猟
時
に

被
る
笠
な
ど
も
見
ら
れ
ま
す
。

本
展
で
は
、
こ
う
し
た
井
伊
家
伝
来
の
弓
具
を
紹
介
し

ま
す
。
質
実
剛
健
な
実
用
本
位
の
弓

具
か
ら
、
装
飾
が
施
さ
れ
た
儀
礼
の

た
め
の
も
の
な
ど
、
武
家
が
備
え
た

様
々
な
弓
具
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
９
日
（
土
）
11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

奥
田 

晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
日
時　

３
月
９
日
（
土
）
11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

古
幡 

昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

　

＊
関
連
講
座
を
開
催
し
ま
す
。（
４
頁
参
照
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

 

ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

弥
千
代
の
雛
道
具

黒
漆
塗
橘
井
桁
紋
雲
龍
蒔
絵
壺
胡
簶

11
29

（木）

1
8

（火）

展
示
室
６

特
別
公
開

雛
と
雛
道
具

2
8

（金）

3
4

（月）

3
9

（土）

4
3

（水）

～

３
月

12
月

■
日
時　

12
月
１
日
（
土
）
11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

髙
木 

文
恵
（
当
館
学
芸
員
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

武
家
の
備そ

な

え

　
　
　
　

― 

井
伊
家
伝
来
の
弓ゆ

み

具ぐ 

―

五
字
書
対
幅　

当
館
蔵
（
石
田
承
玉
氏
寄
贈
）

朱
地
金
橘
井
桁
紋
弓
籠
手

近
代
の
書
聖 

日く

さ

下か

部べ

鳴め

い

鶴か

く

  　
　
　
　

― 

新
出
資
料
を
中
心
に 

―

※
12
／
25
～
31
は
休
館
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彦ひ
こ

根ね

藩は
ん

小こ

姓
し
ょ
う

役や
く

の
勤つ
と

め
方か
た

記き

録ろ
く

江
戸
時
代
中
期
、
幕
府
や
藩
の
政
治
が
安
定

し
、
制
度
が
定
着
す
る
と
、
武
士
の
社
会
は
、

先
例
を
極
度
に
重
視
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
武
士
た
ち
の
多
く
は
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
役
向
の
勤
め
方
に
関
す
る
記

録
を
作
成
し
、
仕
事
の
詳
細
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
記

録
は
、
江
戸
時
代
の
社
会
の
様
子
を
知
り
た
い

と
願
う
我
々
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
重
要
な
情

報
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
特
に
、
井
伊
家
当
主
の
近
習
で

あ
り
、
上
級
藩
士
の
嫡
男
が
家
督
相
続
前
に
就

く
役
職
で
あ
っ
た
小こ

姓し
ょ
う

役や
く

の
勤
め
向
き
記
録

に
注
目
し
、
こ
の
種
の
記
録
が
持
つ
史
料
と
し

て
の
魅
力
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

彦
根
藩
士
の
宇う

津つ

木ぎ

三さ
ん

右え
衛
門も

ん

家け

文
書
（
彦

根
市
指
定
文
化
財
、
当
館
受
託
資
料
）
の
内

に
、
小
姓
役
の
勤
め
方
記
録
が
五
点
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
内
の
一
点
、「
御お

小こ

姓し
ょ
う

被お
お
せ
だ
さ
れ

仰
出

留と
め

帳ち
ょ
う

」（
以
下
、「
留
帳
」
と
略
記
）
を
見
て

い
き
ま
す
。「
留
帳
」
は
、
表
紙
・
裏
表
紙
を

含
め
全
五
丁
の
帳
面
に
仕
立
て
ら
れ
、
本
文

は
、「
被お

お
せ
だ
さ
れ

仰
出
之の

覚お
ぼ
え
」
と
題
を
記
し
た
う
え
で
、

二
十
八
条
が
列
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
代
は
記

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
内
容
か
ら
、
当
主
が

十
二
代
井い

伊い

直な
お

亮あ
き

で
、
前
当
主
直な

お

中な
か

が
「
大
殿

様
」
で
あ
っ
た
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
か
ら

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
ま
で
の
時
期
の
も
の

と
分
か
り
ま
す
。
題
名
が
示
す
と
お
り
、
各
箇

条
は
、
直
亮
が
「
仰
せ
出
さ
れ
」
た
命
令
や
、

直
亮
の
命
を
受
け
た
側そ

ば

役や
く

な
ど
か
ら
の
通
達

で
、
小
姓
役
の
職
務
に
関
す
る
も
の
で
す
。
た

だ
し
、
各
箇
条
の
内
容
は
体
系
的
で
は
な
く
、

そ
の
時
々
の
命
令
を
記
録
し
、
書
き
並
べ
た
体

裁
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
記
述
内
容
で
興

味
深
い
の
は
、
彦
根
で
の
井
伊
家
当
主
の
住
ま

い
で
あ
り
、
藩
の
政
庁
で
も
あ
っ
た
彦
根
城

表お
も
て

御ご

殿て
ん

で
の
当
主
直
亮
の
過
ご
し
方
が
わ
か

る
こ
と
で
す
。
二
条
目
で
は
、
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
ま
す
。

甚
暑
の
節
は
御お

ん

鞠ま
り

場ば

天
窓
一
方
の
御
障
子
明

け
、
御
座
所
へ
風
入
れ
候
様
い
た
し
置
く
べ

き
段
仰
せ
出
さ
れ
候
。
尤
も
始
終
天
窓
明
け

置
き
候
え
ば
御
鞠
場
へ
日
当
た
り
、
宜
し
か

ら
ず
候
間
、
御お

ん

表
お
も
て

前
に
明
け
、
御
入
り
相

済
み
候
え
ば
、
元
の
如
く
閉
め
置
き
候
様
、

坊
主
へ
も
達
し
置
く
。

御
鞠
場
す
な
わ
ち
蹴
鞠
場
は
表
御
殿
能
舞
台

の
脇
に
あ
り
ま
し
た
。
天
窓
が
あ
る
こ
と
か
ら

御
鞠
場
に
屋
根
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
ま
た
、
そ

れ
に
隣
接
し
て
井
伊
家
当
主
の
御
座
所
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
御
座
所
で
の
暑
さ
を

凌
ぐ
た
め
に
、
直
亮
が
天
窓
の
障
子
を
明
け
さ

せ
風
を
入
れ
る
よ
う
に
命
じ
て
い
た
の
で
す
。

な
お
、
御
鞠
場
に
良
く
な
い
と
し
て
、
直
亮
が

表
に
居
る
間
だ
け
天
窓
を
明
け
て
お
く
と
す
る

の
は
、
御
鞠
場
に
敷
い
た
砂
が
乾
き
状
態
が
悪

く
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
の
処
置
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
直
亮
の
外
出
時
の
こ
と
を
記
し
た
箇

条
も
注
目
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
直
亮
が
馬

で
「
野の

廻ま
わ

り
」
を
す
る
時
に
煙き

せ
る管

を
嗜
ん
だ
ら

し
く
、
煙
草
盆
で
は
な
く
、
首
懸
け
の
付
い
た

煙
草
入
れ
と
火
縄
を
直
亮
に
差
し
出
す
よ
う
に

小
納
戸
役
か
ら
通
達
が
あ
っ
た
と
記
し
ま
す
。

乗
馬
を
好
み
、
頻
繁
に
外
出
し
た
、
い
か
に
も

直
亮
ら
し
い
態
度
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

右
に
示
し
た
と
お
り
、「
留
帳
」
の
そ
れ
ぞ

れ
の
箇
条
は
断
片
的
か
つ
即
物
的
な
記
述
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
記
述
に
は
、
御
殿
内
部
の

局
所
的
な
空
間
の
情
況
や
、
あ
る
い
は
そ
の
場

所
に
居
る
井
伊
家
当
主
の
様
子
な
ど
、
そ
の
場

の
臨
場
感
を
伴
う
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る

魅
力
が
あ
り
ま
す
。

（
渡
辺
恒
一
）

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

博
物
館
の
正
月
飾
り

　

年
末
に
な
る
と
、
博
物
館
で
は
能
舞
台
に

注し

連め

縄な
わ

と
鏡
餅
を
供
え
て
、
新
た
な
年
を
迎

え
る
準
備
を
し
ま
す
。
ま
た
、
井
伊
家
当
主

の
甲か
っ

冑ち
ゅ
う

に
は
、
太
刀
と
弓
を
備
え
た
具ぐ

足そ
く

飾
か
ざ
り

を
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
武
家
の
正
月
行
事

で
あ
る
具
足
祝
に
倣
っ
た
も
の
で
す
。

　

新
春
を
彩
る
め
で
た
い
飾
り
を
、
こ
の
機

会
に
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

１
月
１
日（
火
・
祝
）～
１
月
７
日（
月
）

◆ ＬＥＤ照明工事による
一部休室と休館のお知らせ ◆

御
小
姓
被
仰
出
留
帳
（
本
文
冒
頭
部
分
）

２
０
２
０
年
度
を
目
処
に
蛍
光
灯
の

製
造
を
禁
止
す
る
政
府
の
方
針
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
に
伴
い
、
電
気

メ
ー
カ
ー
各
社
が
次
々
と
蛍
光
灯
の
製

造
を
中
止
し
て
い
ま
す
。

当
館
の
展
示
室
は
、
蛍
光
灯
を
用
い

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
度
か
ら
順

次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
移
行
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
次
の
日
程
で
工
事
を
行
う
た

め
、
展
示
室
の
一
部
を
休
室
ま
た
は
休

館
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
間　

１
月
８
日（
火
）

　
　
　
　
　

～
３
月
４
日（
月
）【
予
定
】

　
＊
２
月
６
・７
日
、
３
月
５
～
８
日
は
休
館
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２月
9
土

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

雛
と
雛
道
具

開
館
記
念
日

１月
19
土

2
土

講
座

「
彦
根
藩
の
年
貢
米
輸
送
」

9
土

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

武
家
の
備
え

　
　

―
井
伊
家
伝
来
の
弓
具
―

　

彦
根
城
博
物
館
は
、
市
政
五
十
周
年
を
記
念

し
て
、
昭
和
六
十
二
年
二
月
十
一
日
に
開
館
し

ま
し
た
。
平
成
三
十
一
年
二
月
十
一
日
に
は
、

開
館
三
十
二
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

博
物
館
で
は
、
毎
年
の
開
館
記
念
日
に
、
ご

観
覧
の
皆
様
に
記
念
品
を
く
じ
び
き
で
贈
呈
し

て
い
ま
す
。
記
念
品
は
、
博
物
館
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
を
は
じ
め
、
彦
根
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ひ
こ
に
ゃ
ん
の
グ
ッ
ズ
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

　

三
十
二
周
年
の
開
館
記
念
日
に
は
、
ご
観
覧

と
と
も
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

■
日
時

　

２
月
11
日
（
月
・
祝
）
８
時
30
分
～
17
時

（
記
念
品
が
無
く
な
り
次
第
、
終
了
）

■
会
場　

当
館
脇
見
所

＊
く
じ
び
き
へ
の
ご
参
加
は
、

ご
観
覧
の
方
の
み
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
記
念
品
の
内
容
は
、
当
日

の
公
開
と
な
り
ま
す
。

　

彦
根
城
博
物
館
の
学
芸
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

担
当
す
る
テ
ー
マ
展
や
企
画
展
、
あ
る
い
は
各

自
の
研
究
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
日
頃
か
ら
調
査
・

研
究
を
重
ね
て
い
ま
す
。
学
芸
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、

展
示
の
内
容
や
自
ら
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
日
頃
の
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
よ
り
深

く
解
説
し
ま
す
。

■
日
時
・
内
容
・
講
師

　

①
12
月
15
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　
　

講
座 

私
の
研
究
最
前
線

　
　

 

「
御お

成な
り

と
茶
道
具
」�

奥
田
晶
子

　

②
１
月
19
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　
　

講
座   

私
の
研
究
最
前
線

　
　

 

「
井
伊
直な
お

亮あ
き

の
道
具
帳

　
　
　
　

～
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
記
録
～
」

�

髙
木
文
恵

　

③
２
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

　
　

講
座  

私
の
研
究
最
前
線

　
　

 

「
彦
根
藩
の

　
　
　
　
　
　

年
貢
米
輸
送
」

　
　
　
　
　
　
　

  

渡
辺
恒
一

　

④
３
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

　
　

テ
ー
マ
展
「
武
家
の
備そ
な

え
」
関
連
講
座

　
　

 

「
井
伊
家
伝
来
の
弓ゆ
み

具ぐ

」�

古
幡
昇
子

■
会
場　

当
館
講
堂

■
定
員　

60
名

■
資
料
代　

各
１
０
０
円

■
申
込　

当
日
受
付
（
先
着
順
、13
時
受
付
開
始
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

催
し

雛と雛道具
2/8 ～3/4

特別公開

武家の備え
―井伊家伝来の弓具―

3/9 ～4/3

テーマ展 12
月
～

３
月

開
館
記
念
日
く
じ
び
き

“ほんもの”との出会い

12月
25
火 

～
31
月　
　

休　

館

テーマ展

近代の書聖
日下部鳴鶴

―新出資料を中心に―

11/29 ～1/8

1
土

近
代
の
書
聖 

日
下
部
鳴
鶴

　
　
　
　

―
新
出
資
料
を
中
心
に
―

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

３月
5
火 

～
8
金　
　

休　

館

6
水
・
7
木　
　

休　

館

常設展示　

15
土

講
座

「
御
成
と
茶
道
具
」

講
座

「
井
伊
直
亮
の
道
具
帳

　
　

～
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
記
録
～
」

11
月・祝

23
土

講
座

「
井
伊
家
伝
来
の
弓
具
」

講
座

青
磁
香
炉

彦
根
御
城
米
勘
定
目
録

2/
8 ～

3/
4

展示替および工事により一部休室

1/
8 ～

2/
5

展示替および工事により一部休室


